
※

男

女
生年月日*　 　　    　年　　月　　日生　（満　　　歳）

名称

・給与所得 源泉徴収票等

・商・工業、個人経営 における支払金額

・農・林・水産業 確定申告書における

・自由業 収入・売上金額

・その他 （ ） 確定申告書における

（ ） ・無職 所得金額

・給与所得 源泉徴収票等

・商・工業、個人経営 における支払金額

・農・林・水産業 確定申告書における

・自由業 収入・売上金額

・その他 （ ） 確定申告書における

（ ） ・無職 所得金額

父または母死亡・生別の場合
年月 （ 年 月）

）（由理
家計支持者無職・転職等の場合

年月 （ 年 月）
）（由理

＜記入にあたっての注意事項＞
・家族には、出願者本人と生計が同一である全員があてはまります。同居していても別生計の祖父母、兄弟姉妹等は、家族に
含みません。（扶養からはずれている兄弟姉妹等は家族に含みません。）
・①主に家計を支えている人とは、父母のいずれか、父母がいない場合は代わって家計を支えている人をさします。
家計を支えている人が複数いる場合は、①②両方に必ず記入して下さい。
収入「0」の場合は、職業・無職、源泉徴収票等における支払金額「0」千円と記入してください。
・一人親の場合は②の記入は不要です。
※父母ともいない場合で代わって家計を支えている人が2人いるときは、1人目を①、2人目を②に記入してください。

※ 「はい」または「いいえ」に○をつけてください。

①あなたの家庭は一人親家庭ですか。 はい いいえ

②家族の中に障がいのある人（常に就床を要する介護の必要な人等を含む）がいますか。 はい いいえ

「はい」と答えた人はその続柄を記入してください。 続柄 （ ）

③主に家計を支えている人が単身赴任等で別居していますか。 はい いいえ

「はい」と答えた人は、別居による住居・光熱・水道・家具・家事用品の年間の実費はいくらですか。 （ 千円 ）

④この1年間に火災・風水害または盗難などの被害を受けたことがありますか。 はい 　　　いいえ
「はい」と答えた人で、長期（2年以上）にわたって支出の増加または収入の減少がある

　　　　　千円 ）
収入の減少 　　　　　千円 ）
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続柄 氏　　　　　　名 年齢 現在の職業

続柄

外宅自・宅自※立
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続柄 氏　　　　名 年　　齢 在　　学　　学　　校　　名 学　　年 通　　学　　別

本人

年母 千円

父

年 ②他に家
計を支え
ている人

千円

年 千円

期間 支持者

年 ①主に家
計を支え
ている人

千円

本学以外の奨学金

学費支援奨学金願書2502

◎　出願者本人が記入してください。

　※のところは該当のものを○で囲んでください。

科究研楽音院学大号番験受

ﾌﾘｶﾞﾅ 　博士後期課程　音楽芸術専攻

氏   名

在職 家計 収入形態（該当項
目に○をつける）

令和5年1月～12月分の所得金額

。かすでらくいは額金の分年1のそ、合場 支出の増加 （　
（　

◎　太枠線内の該当する部分全て記 入してください。

◎
◎　収入を証明する書類を併せて提出してください。

*2025年4月1日時点の満年齢を記入してください。その時点で30歳以上の場合は対象外となります。

①音楽芸術表現領域（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

②音楽芸術運営領域（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



以上、記載事項に相違ありません。

貴学の学費支援奨学金に申請いたします。

奨学金を希望するに至った理由、家庭事情について具体的に記入してください。

現在までの学修に対する取組みと、その成果について具体的に記入してください。

学　長　　角　南　　篤　　　殿

（自署・押印）

（自署・押印）

保証人は父母兄姉を選定してください。自署・押印がない場合、選考の対象となりません。

ご記入いただいた情報は、奨学金業務（選考・採用）のために使用します。
それ以外の目的のために使用することはありません。

学校法人　東成学園
昭　和　音　楽　大　学




